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学位論文内容の要旨

  樹種の構成が単純な植林地や冷温帯・寒帯の森林では，しばしば森林害虫が大発生し大きな問

題になっている。害虫の大発生に対して農薬による防除は効果的であるが，害虫のみならず生態

系や人間に対して不測の悪影響を及ぼすこと，そしてコストがかかりすぎることなど多くの欠点

をもつ。そこで，農薬の利用も含めた様々な防除方法を組み合わせた総合防除の重要性が強調さ

れている。

  ヨ一口ッパでは19世紀頃からアカヤマアリ類を森林害虫防除に利用し，大きな成果をあげてい

る。一方日本では，かってヨー口ッパでのアリ利用の実態が紹介されたにもかかわらず，アりは

アブラムシ類を保護することから害虫とみなされてきた。しかし，最近の研究では，アりはアブ

ラムシ数を増加させるとは限らず，逆に減少させることも知られている。そこで本研究ではヨー

ロッパで利用されているアカヤマアリ類と近縁なエゾアカヤマアりを用いて，アリ―アブラムシ

の共生関係は植物に有害なのか，またアりは重要害虫に対して防除効果があるのかを調査し，森

林害虫防除におけるアりの有効性を検討した。

  調査は新得町のカラマ｀ソ林，富良野市のグイマ｀ソ林および石狩浜のカシワ林で行った。いずれ

の場所でもエゾアカヤマアりの巣が林縁や林床に多数分布している。石狩浜カシワ林の林緑部で

は，工ゾアカヤマアりの巣が多数みられる地域(AA)とこのアりがほとんどいない地域(AR)

がある。アりが害虫類に及ぼす影響を明らかにするため，この2地域でカシワの主要な食害者で

あるガ類幼虫とゾウムシ類成虫を定量採集し，生活型及び種別にアりの影響を検討した。アリー

アブラムシの共生関係がカシワにとって有害が否かを明らかにするために，アりが多い地域にお

いて防蟻剤を枝の根元に塗布した枝(AE)と塗布しなかった枝(AF)を設定し，アブラムシ

数とガ類幼虫数を定期的に数え，秋には葉の消失量を測定した。また，AA地域とAR地域に
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おいてカシワの種子の生産量と食害量を調査した。カラマツ林とグイマツ林では，アりが害虫類

に及ぼす影響を明らかにするためにAF枝とAE枝を設定し，定期的に害虫個体数を数えた。

また，アりが実際にどんな昆虫類をエサとして利用しているのかを明らかにするために，アりが

巣 に運 び 込 んで き た 昆虫 類 を 定期 的 に 採集 し た 。 以下 に 主 な結 果 を 述べ る。

1．カシワ上において，アりの世話を受けないキイロホシブチアブラムシはAE枝よりAF枝

  で個体数が滅少していた。逆にアりと共生関係をもつカシワホシブチアブラムシ撒アりが捕食

性天敵から保護していたためAF枝で著しく個体数が増加した。2種の合計個体数はカシワ

  ホシブチの著しい増加によりAE枝よりAF枝で多かった。また，AF枝上のハタラキアル

個体数とカシワホシブチ個体数にt注正の相関がみられた。

2．カシワ上のガ類幼虫に及ばすアりの影響は，生活型によって異なり，葉上で自由生活する幼

虫やルーズなシェルター（葉などでっくった隠れ場所）をっくる幼虫はアりの影響で著しく個

体数が滅少していた。当年生枝の髄部に潜んでいる幼虫や芽鱗の裏側で当年生枝の根元を食害

  している幼虫はアりの影響をうけていなかった。ドングりを食害する幼虫はアりの影響で個体

数が減少していた。

3．アりはカシワ上のゾウムシ類の合計個体数を滅少させていた。アりの影響は種類によって異

  ナより，リンゴヒゲナガゾウムシとキアシチビアオゾウムシは成虫がアりに捕食されるためAA

  地域で個体数が減少していた。カシワクチブトゾウムシは成虫は攻撃されず，また，幼虫時

代に同じエサ資源を利用する上記2種がアりによって減少するためAA地域でむしろ個体数

  は増加した。カシワノミゾウムシは成虫は攻撃されないが幼生期にアりに捕食されるためAA

  地域で個体数が少なかった。

4．葉を食害するガ類幼虫やゾウムシ個体数がアりの影響で減少した結果，葉の損失も有意に滅

少した。

5．アブラムシ数の増加という損失と，葉の損失量の減少という利益のバランスを示すと考えら

れる種子生産量は，AA地域とAR地域問で有意差はなかった。しかし，ガ幼虫などに食害

  された種子の割合はAR地域では73％であったのに対し，AA地域では48％と有意に少なかっ

た。その結果，健全なドングりの生産量はAA地域においてAR地域のおよそ2倍になって

  いたことから，カシワはアリ―アブラムシの共生関係から大きな利益を得ていると考えられる。

6．カラマツとグイマツ上では1種のハバチ幼虫と3種のガ類幼虫が優占的にみられた。葉上で

  シェルターをっくらず自由生活しているミスジヒメカラマツハバチ幼虫と葉で隙間だらけの
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シェルターをっくるカラマ｀ソイ卜ヒキハマキ幼虫はアりに捕食されAF枝で個体数が滅少して

いた。ミノをっくるカラマ｀ソ｀ソ｀ソミノガ幼虫はアりに捕食されないが，AF枝で個体数が少なかっ

た。一方隙間なく葉を束ねたシェルターをっくるカラマ｀ソイトヒキハマキ幼虫に対しては，アり

の影響は小さかった。

  以上の結果から，工ゾアカヤマアりは葉上で自由生活をする幼虫やルーズなシェルターをっく

るタイプには効果的であり，しっかりとしたシェルターをっくるタイプやアりが近ずきにくい場

所に生活する種類には影響が小さいことが明らかになった。最近北海道において大発生し森林に

大被害を与えたマイマイガ・マツカレハ・カラマツハラアカハバチをはじめとする重要害虫の多

くは自由生活をするタイプである。このことから，工ゾァカヤマアりは重要害虫の大発生を抑制

する上で効果があると考えられる。そして，アリ―アブラムシの共生関係は必ずしも有害ではな

く有益な面も多いことが明らかになったことから，食植昆虫に対する影響という面から考えると，

工ゾアカヤマアりは森林害虫防除に有効であるといえる。

学位論文審査の要旨
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  本論文は，工ゾアカヤマアりによる森林害虫防除の有効性にっいて検討したものである。

  緒言では，ヨー口ッパにおけるアリ類を利用した森林害虫防除の歴史と，日本においてアりは

アブラムシ類との共生関係から森林害虫として見なされている現状を述べるとともに，近年のア

りと植物の相互作用の研究から森林害虫防除におけるアリ類の評価を見直す必要性を述べた。

  結果では，ヨー口ッパで利用されているアカヤマアリ類と近縁なエゾァカヤマアりが，新得町

のカラマツ林および富良野市のグイマツ林において針葉樹植林地の食葉性害虫類に及ぼす影響

と，北海道石狩浜カシワ林においてこのアりがカシワ上の食葉性昆虫とアブラムシ類に及ぼす影

響，およびそれがカシワにとって有益か有害かを示した。上述の3力所での調査から，工ゾァカ



ヤマアりの食葉性害虫（ガ類やハバチ類の幼虫など）に及ぼす影響はその生活型によって異なり，

葉上で白由生活している種類やル―ズなシェルターをっくる種類はアりの影響により個体数を滅

少させ，当年生枝の髄部などアりとの接触が少ない場所に生活している種類では影響が小さいこ

とを明らかにした。また石狩浜のカシワ上では，工ゾアカヤマアりはアブラムシ個体数を増加さ

せるが，食葉性害虫個体数を著しく減少させ葉の損失量も減少させることを示し，そして，この

カシワにとっての損失と利益のどちらが大きいかを種子生産量で評価し，ほぼ等しいことを示し

た。しかし，工ゾアカヤマアりは種子食害個体数を減少させており，アりは種子を保護すること

によってカシワに大きな利益を与えていることを明らかにした。

  以上の結果を考察し，アりとアブラムシの共生関係は，アりがそのほかの食植昆虫類ヘ及ぼす

影響を考慮すると必ずしも植物にとって有害とはいえず，特にしばしば大発生する重要害虫の大

部分はアりの影響を受けやすい自由生活をする種類であることから，工ゾァカヤマアりは森林害

虫防除に有用であると結諭された。

  本論文は動物と植物との相互作用の見地から，森林害虫防除に関するエゾアカヤマアりの有効

性にっいて論じたものである。精密な実験計画に基づぃた豊富な実験結果は，生態系の構造を解

明するうえで新たな知見を与えたものと評価される。また英文12編，和文1編の参考論文は，い

づれも国際的に評価の高い学術雑誌に掲載されたものであり，大学院課程において研鑽した内容

や，取得単位の評価とともに，審査員一同，申請者は博士（環境科学）の学位を受けるにふさわ

しい資格を有するものと判断した。
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